




























































解説する。異状死体の届出義務は 「医師法第21 条j と
「死体解剖保存法第1 条」にその規定がある。























































の様式の改訂に先立ち 「異状死」ガイドライン（表 1 ) 
を作成し，異状死体を具体的に整理している 7）。以下に
その概要をあげる。［ 1 J が外因にる死亡で診療の有無，
診療の期間は関係しない。［ 2 J は外国による続発症あ
るいは後遺症害による死亡。［ 3 J は［ 1 J または［ 2 J 
の疑いがあるもので [ 1 J から［ 3 J は外因に関係し
た死亡である。これらはさらに（ 1 ）不慮の事故，（ 2 ) 












[ 1 J 外国による死亡（診療の有無，診療の期間を問わない）
(1 ）不慮の事故
A. 交通事故 B. 転倒・転落 C. 溺水
D. 火災・火焔などによる傷害 E. 窒息 F. 中毒





[ 2 J 外因による続発症 あるいは後遺障害による死亡
[ 3 J 上記［ 1 J または［ 2 J の疑いがあるもの
[ 4 J 診療行為に関連した予期しない死亡，およびその疑いが
あるもの




































一方，「死体取扱規則第 4 条j には，犯罪に起因する
ものでないことが明らかである場合の行政上の手続きと
して死体の見分，死因，身元その他の調査が規定されて































































































(1 ）医師法：第19 条；証明文書交付義務，第20 条；無診療治
療禁止
( 2 ）医師法施行規則：第20 条；死亡診断書 （死体検案書）の
記載事項・様式
( 3 ）刑法：第134 条；秘密漏池罪，第160 条； 医師の虚偽私文
書作成・行使罪
( 4 ）戸籍法：第86 条；死亡届出
( 5 ）統計法：第 3 ・4 条；死因・傷病統計分類
( 6）刑事訴訟法：第9-105 条； 差押・提出命令
( 7 ）民事訴訟法：第34 ・34 条；証拠保全
( 8 ）民法：第82 条；相続・死亡時期




































































































































































































第6 条第 3 項，第18 条，第20 条から第2 条まで，又は
第24 条の規定に違反した者はこれを 5千円以下の罰金に
処する。
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Problems of" death at home" during home care 
- Abnormal cadaver and death certificate I postmortem examination -
Shin-ichi Kubo, and Osamu Kitamura 
Department of Legal Medicine, The University of Tokushima School of Medicine, Tokushima 
SUMMARY 
In Japan, with the progress of aging society, home care will be promoted due to altera-
tion of social security in near future. In these circumstances, increase of "deaths at home" 
is expected. Thus as "death at home" increase, it is suspected that physicians will have to 
investigate and diagnose in the case of "death at home" more frequently than the present 
time. In this review, on the basis of the laws and regulations, we describe the issue of death 
certificate or postmortem examination of "death at home", and the roles of "family doctors" 
for home care. 
Key words : abnormal cadaver, death certificate, postmortem examination, death at home, 
home care 
